
２０２４年９月
の参考銘柄

●バーティブ・ホールディングス（VRT：NYSE $ 75.06）

データセンター向けの電源及び熱管理ソリューション世界最大手の一角。熱管理では企業の中で唯一、
空冷･液体冷却の両方を包括的に取り扱う。

●クアルコム（QCOM：NASDAQ $ 165.33）

移動体通信技術の世界最大手。各社が相次いで新型ＡＩパソコンを投入。CPUに同社の『スナップドラ
ゴンⅩエリート』等が搭載され、インテル・アップル製半導体を上回る性能の高さが話題となり、PC
向け半導体シェア獲得の期値が高まる。

●ＩＢＭ（IBM：NYSE $ 204.11）

ＩＴ業界の老舗。サービス、ソフトウエア、クラウドに特化した事業構造への改革を推進中。4～６月
業績は法人向けＡＩが業績拡大に寄与。配当利回りは3.30%（8月30日終値）。

＜参考銘柄＞
マイクロン・テクノロジー（MU：NASDAQ $ 89.29 ）イーライ・リリー（LLY：NYSE $ 946.31）
エヌビディア（NVDA：NASDAQ $ 106.21）アマゾン・ドット・コム（AMZN：NASDAQ $ 173.33）
ファイザー（PFE：NYSE $ 28.39）

●ＴＯＷＡ（6315：PRM 100株 6,280円 約63万円）

封止や切断加工など半導体後工程用製造装置の大手。ＰＣやスマホ向けなど既存領域の需要回復と生
成ＡＩ関連の需要拡大で新たな成長期へ。生成ＡＩ用半導体に不可欠なＨＢＭの量産において独自技
術のコンプレッション装置が強みを発揮。大手メモリーメーカーのＨＢＭの増産本格化がコンプレッ
ション装置の追い風に。9月27日に１株を3株に分割。

●富士フィルムホールディングス（4901：PRM 100株 3,821(円 約38万円）

写真主体から複写機、医療、印刷、液晶材料などに転換。半導体製造に使う高機能材料の販売増がけ
ん引し増収。純利益は５年連続で過去最高を更新。

●石油資源開発（1662：PRM 100株 5,440円 約55万円）

原油・天然ガスの開発専門会社。2030年までに化石燃料開発で当初計画の2倍の4000億円を投じる。原
油市況の安定や電気自動車（EV）の勢い鈍化で、従来予想より底堅い需要が見込めると判断。高利回
りでPBR割安。

＜参考銘柄＞
住友電気工業（5802：PRM 2,330円 約23万円）信越化学工業（4063：PRM 5,832円 約59万円）
ニデック（6594：PRM 5,878円 約59万円）小野薬品工業（4528：PRM 2,081.5円 約21万円）
三井Ｅ＆Ｓ（7003：PRM 1,222円 約12万円）

●ダイワ・ダイナミック・インド株ファンド（大和セットマネジメント）

インドの株式に投資し、信託財産の中長期的な成長をめざします。

●ダイワ好配当日本株投信（季節点描）（大和セットマネジメント）
わが国の株式に投資し、高水準の配当収入の確保と、値上がり益の獲得を通し、信託財産の成

長をめざします。

※ 交付目論見書の表紙を同封します。投資にあたっては必ず目論見書をご覧ください。

※ 目論見書等は、本店または黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

日本株

アメリカ株

投資信託

投資信託の買付時の手数料は、
約定代金の３．３％（税込み）です。

2024年9月4日終値

2024年9月4日通常取引終値
国内店頭取引の場合、日本
円で約30万円程度から
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※ 目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

投資にあたってのご留意事項
手数料等について

■国内株式

国内株式の売買には、約定代金に対して最大1.265%（消費税込）の委託手数料が必要となります。

委託手数料が2,750円に満たない場合は2,750円（消費税込）

■外国株式

現地委託取引の際の国内取次手数料（消費税込）

約定代金が2.5万円以下の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

約定代金が2.5万円以上の場合・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・

現地諸費用：外国取引にかかる現地諸費用（SEC Fee 等）の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、

本書上でその金額等をあらかじめ記載することはできません。

「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。

国内店頭取引の場合

当社の定める価格(現地終値の概ね2.5%上下の価格)・為替(午前と午後に基準為替を決定し、その0.5円上下)でのお取引となります。

◎

※

◎

◎

◎

◎

■投資信託

投資信託の場合は、各銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等諸経費をご負担いただきます。手数料の料率・額

は銘柄によって異なりますので、ここに具体的に記載することはできません。各銘柄の目論見書等をご覧ください。

◎

主なリスクについて

株価変動リスク◎

政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

信用リスク◎

有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなったりするこ

とで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク◎

流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク◎

外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

投資信託のリスクは、各銘柄により異なります。各銘柄の交付目論見書等をご覧ください。

当社が取扱う金融商品は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、

当該商品の契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

※

このリーフレットは、お客様の投資判断の参考となる情報を提供することを目的としたものです。銘柄の選択・投資に関する最終判断は、お客様

ご自身の判断でお願いします。また、本リーフレットは、信頼できると思われる情報に基づき作成したものですが、その正確性・完全性を保証する

ものではありません。 このリーフレットの内容は、リーフレット作成時における当社の見通しであり、今後予告なく随時変更することがあります。

掲載した銘柄について、我が国の金融商品取引法による企業内容開示が行われていない場合や当社で買い持ち及び売り持ちしている
場合、当社の役職員が投資している場合があります。
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約定代金の１１％

約定代金の１．２％×１．１（最低2,750円）

※
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